
 

数数値値解解析析ののラライインンナナッッププ  

地盤変形解析・構造物応力解析・地下水変動解析を，

2 次元及び 3 次元で実施し，地盤や構造物の挙動

を予測し，近接構造物への影響や地下水流動保全の

評価を行います． 
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適用モデル
・等価線形モデル
・ＲＯモデル
・ＬＩＱＣＡ
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①高松塚古墳の墳丘部における亀裂への地震による影響検討
②釜山新港のＳＣＰ地盤改良地盤上の護岸における動的安定性の評価
③西大津バイパス掘割道路区間の耐震性検討
④SG-Wall工法の振動台実験に関する動的ＦＥＭ解析

⑤国道１号山科のり面における耐震性能検討
など

周期 0.2 秒  

最大加速度 600gal 
周期 0.5 秒  

最大加速度 600gal

 変位量(m)

周期 1.0 秒  

最大加速度 600gal 

動的ＦＥＭ解析 

高松塚古墳の墳丘部における亀裂への地震による影響検討 

地下水流動保全 

図-３ 有限要素メッシュ図
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釜山新港のＳＣＰ地盤改良地盤上の護岸における動的安定性の評価 


